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関連イベント 　

記念講演会①「日本美術鑑賞への誘
いざな

い」
日時：4月14日 (土 )　13：30～ 15：00（13：00開場）
講師：小林忠（『國華』主幹、岡田美術館館長）、河野元昭（『國華』編輯委員、
静嘉堂文庫美術館館長）、瀬谷愛（当館保存修復課主任研究員）

記念講演会②「つながる雪
せっ

舟
しゅう

、つながる若
じゃく

冲
ちゅう

」
日時：4月21日 (土 )　13：30～ 15：00（13：00開場）
講師：島尾新（『國華』編輯委員、学習院大学教授）、佐藤康宏（『國華』編輯
委員、東京大学教授）、瀬谷愛（当館保存修復課主任研究員）

会場：平成館大講堂
定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講料：無料（ただし本展覧会の観覧券が必要。半券でも可）

申込方法：往復はがきでお申込みください。「往信用裏面」に、（1）希望する講演会の
番号（①②いずれか）、（2）参加者全員（2名まで）の氏名・ふりがな、（3）代表者の
郵便番号・住所、（4）代表者の電話番号を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・
氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
申込先：〒150-8551 東京都渋谷区渋谷1-3-9-3F ユース・プラニング センター内 

名作誕生展記念講演会（①②いずれか）係
申込締切：① 3月5日（月）必着　② 3月12日（月）必着

◎道
どう

路
ろ

と土
ど

手
て

と塀
へい

（切
きり

通
どおし

之
の

写
しゃ

生
せい

）　
岸田劉生筆　大正4年（1915）　
東京国立近代美術館蔵

○くだんうしがふち　
葛飾北斎筆　江戸時代・19世紀　

代々木（劉生）と九段（北斎）。異なる時空の坂の頂点が
東京（江戸）の空へとつながっています

　名作は、ある日突然ひとりの天才がゼロから生み出すものではなく、作品や人とのつながり、模倣
や模索のつながりのなかから生まれてきました。これは美術作品のみならず、私たちの身の回りに
あるさまざまな物事にも共通する、万物の営みともいえるでしょう。
　写実的画風で知られた洋画家・岸

きし

田
だ

劉
りゅう

生
せい

 （1891～1929）もまた、デューラーなどの西洋絵画に学
ぶ一方で、宋元画や日本の浮世絵などの東洋絵画に学んで意識的にその伝統につながりました。
画面いっぱいに描かれた坂が印象的な代表作、重要文化財「道

どう

路
ろ

と土
ど

手
て

と塀
へい

 （切
きり

通
どおし

之
の

写
しゃ

生
せい

）」か
らは、若い頃より親しんだ浮世絵とのつながりを見出すことができます。 （瀬谷愛）

創刊記念『國華』130 周年・朝日新聞140周年 特別展

「名作誕生－つながる日本美術」
つながりからみえてくる「名作」誕生のドラマ

4月13日㊎
▼

5月27日㊐
      平成館 
特別展示室

観覧料：一般1,600円（1,400円/1,300円）、大学生1,200円（1,000円/900円）、
高校生900円（700円/600円） ＊（　）内は前売 /20名以上の団体料金。中学生以下
無料　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示
ください） ＊前売券は2月1日(木)から4月12日(木)まで、東京国立博物館正門チケット
売場（窓口、開館日のみ）、展覧会公式サイト、各種プレイガイドにて販売／お問合せ：
ハローダイヤル 03-5777-8600／展覧会公式サイト http://meisaku2018.jp/

　アラブ人の商人ムハンマドが神の声を聞いたことが、イスラーム教の始まりでし
た。聖地マッカ（メッカ）に巡礼することはムスリム（信者）の義務とされ、現在でも
毎年多くの人がマッカを訪れ、カァバ神殿の周囲をめぐります。
　本展では、カァバ神殿でかつて使われていた扉のほか、巡礼の道に沿って立てら
れた道標、沿道で出土したラスター陶器やガラス器などを展示します。巡礼によっ
てマッカが世界につながっていたことがうかがわれます。 （白井克也）

「アラビアの道   
 －サウジアラビア王国の至宝」
マッカ巡礼の歴史をたどる

観覧料：総合文化展の料金でご覧いただけます／お問合せ：ハローダイヤル 03-5777-8600

　千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

は、無数の手をあらわして救済の力が強力なことを示す、観音のなか
でももっともパワフルな観音の一つです。葛

ふじ

井
い

寺
でら

の本尊、千手観音菩薩坐像は、
奈良時代の前半につくられた、日本における現存最古の千手観音像として知られ
ています。しかも、実際に千本の手をあらわす千手観音像は、本像を除くと日本に
は数例しかありません。胸前の合掌手を除いた大手と小手は、まるで孔雀が羽をひ
ろげるかのように像の背後に配置されており、調和のとれた実に美しい姿をみせて
います。
　本像は毎月18日と8月9日のみ
開扉される秘仏で、関東にお出まし
になるのは、江戸時代初期以来の
ことです。江戸の人々も魅了された
に違いない天平彫刻の傑作をご堪
能ください。 （皿井舞）

特別展

「仁和寺と
 御室派のみほとけ
 －天平と真言密教の名宝－」
 天平彫刻の大傑作、ついに東京にお出まし！

◉千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

　
奈良時代・8世紀　大阪・葛井寺蔵
展示期間：2月14日（水）～3月11日（日）

柔らかな起伏のある肉身など、天平彫刻
の写実的な表現にご注目ください

香
こう

炉
ろ

　
オスマン朝時代・1649年
サウジアラビア国立博物館蔵
オスマン朝の首都イスタンブルで
作られ、マッカに奉納されました。
金銀象嵌で植物文様が表されてい
ます

観覧料：一般1,600円（1,300円）、大学生1,200円（900円）、高校生900円（600円） ＊（  ）内は
20名以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者
手帳などをご提示ください）／お問合せ：ハローダイヤル 03-5777-8600／展覧会公式サイト 
http://ninnaji2018.com/

1月16日㊋
▼

3月11日㊐
平成館 

特別展示室

1月23日㊋
▼

3月18日㊐
 表慶館

※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。 

事前申込制

Information
特 別 展 

In f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f

海外展

国立博物館合同企画特別展

「東アジアの虎美術－韓国・日本・中国－」
1月26日㊎ ▼3月18日㊐  韓国国立中央博物館
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

な
っ
た
重
要
な
土
器
群
で
す
が
、
な
か
で

も
特
に
注
目
す
べ
き
は
①
の
土
器
で
す
。

大
き
く
発
達
し
た
四
つ
の
把
手
と
は
対
照

的
に
、「
く
」
の
字
状
に
く
び
れ
た
胴
部

が
特
徴
で
す
。
粘
土
の
貼
り
付
け
や
彫
刻

的
な
沈ち
ん

線せ
ん

で
立
体
意
匠
が
表
さ
れ
、
胴
部

に
縄
目
が
重
厚
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
発

掘
当
時
こ
の
独
特
な
器
形
が
注
目
さ
れ
、

以
降
、同
様
の
土
器
は「
多
喜
窪
類
型（
タ

イ
プ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
の
住
居
跡
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
土
器

が
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
、
昭
和
50
年
（
1
9
7
5
）
に
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
縄
文
時
代

中
期
に
は
炎
の
よ
う
な
立
体
的
な
装
飾
で

お
な
じ
み
の
火か

焰え
ん

型が
た

土
器
や
国
宝
「
土
偶 

縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」（
長
野
・
茅
野
市
蔵
）

な
ど
、
技
巧
的
に
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
今
回
の
土
器
も
縄
文
美
の

傑
作
の
ひ
と
つ
。
ぜ
ひ
考
古
展
示
室
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

（
井
出
浩
正
）

　
今
か
ら
約
1
万
3
0
0
0
年
前
、
日
本

列
島
で
土
器
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
縄

文
時
代
の
幕
開
け
で
す
。
以
後
、
1
万
年
間

に
わ
た
っ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
で
地
域
色

あ
ふ
れ
た
縄
文
土
器
が
生
み
出
さ
れ
、
草
創

期
、
早
期
、
前
期
、
中
期
、
後
期
、
晩
期
の

6
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
土
器
が
出
土
し
た
多

喜
窪
遺
跡
は
、
東
京
都
国
分
寺
市
に
あ
る

縄
文
時
代
中
期
の
集
落
跡
で
す
。
遺
跡
の

あ
る
国こ
く

分ぶ
ん

寺じ

崖が
い

線せ
ん

と
呼
ば
れ
る
高
台
の
縁へ
り

の
下
で
は
、
今
で
も
豊
富
な
湧
き
水
が
湧

い
て
お
り
、
周
辺
に
は
多
く
の
縄
文
時
代

の
遺
跡
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
24
〜
25
年（
1
9
4
9
〜
５
０
）

の
発
掘
調
査
で
は
、
地
表
下
約
1.
2
5

メ
ー
ト
ル
も
の
深
さ
か
ら
、
円
形
の
竪た
て

穴あ
な

住
居
跡
が
見
つ
か
り
、
床
面
に
近
い
場
所

か
ら
ほ
ぼ
完
形
の
土
器
が
次
々
と
出
土
。

こ
の
時
の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
位
置
を
示

し
た
の
が
左
下
の
図
で
す
。
土
器
は
住
居

跡
の
南
に
集
中
し
、
住
居
の
中
央
に
は
土

器
（
⑨
）
を
埋
め
て
石
で
囲
っ
た
炉
跡
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
縄
文
土
器
研
究
の
先
駆
け
と

❶～❾：

◎深
ふか

鉢
ばち

形
がた

土
ど

器
き

東京都国分寺市 
多喜窪遺跡第1号住居跡出土
縄文時代（中期）・
前3000～前2000年
器高15.8センチ～ 35.6センチ
東京・武蔵国分寺蔵

今   号  の 名  品  
2018年2‐3月号

多
た

喜
き

窪
く ぼ

遺
い

跡
せ き

出
しゅつ

土
ど

の縄
じょう

文
も ん

土
ど

器
き

通年
平成館考古展示室

ユニークで美しい立体装飾、考古学的にも重要な土器群

『
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』

名
品
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

★ 

2-

3
月
の
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

：

平
成
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

※
ス
タ
ン
プ
帳
の
配
布
は
終
了
し
ま
し
た
。

❾ ❽

❼ ❻

❺ ❹

❸ ❷

❶ ❶（真上から見た様子）

❸

❶

炉
❹
❷
❽
❼

❾

❺

❻N

多喜窪遺跡第1号住居跡の
土器の出土位置（上から見た図）
※1986『国分寺市史 上巻』（国分寺市史編さん 
委員会編）をもとに作図。

※①～⑨は、平成館考古展示室での展示番号です。
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トーハクくん
東京国立博物館
公式キャラクター

❖ボランティアによるガイドツアー

桜にちなんだ作品や構内の桜など、さまざまなテーマで「トー
ハクの桜」をご案内します。
＊日時・テーマは本誌16ページ（3月分は今号、4月分は次号）、
当館ウェブサイトでご確認ください。

❖東博句会「花見で一句」

桜咲く庭園や桜をモチーフにした作品をテーマに一句詠んでみ
ませんか？ ご応募は構内4ヵ所に設置された投句ポストまで。
入選作品は本誌 8-9月号、当館ウェブサイトにて発表、記念品
を贈呈します。「博物館でお花見を」期間中、毎日受付。

❖ボランティアによるアートスタジオ
「桜の根付作り」

展示室で根付の展示を見学した後、桜をテーマにオリジナルの
根付を制作します。

日時：3月24日（土）　13：30～ 15：30　
対象：高校生以上　＊詳細→13ページ

❖ボランティアによる庭園茶室ツアー
「草庵茶室に入ってみよう！」　

通常のガイドツアーでは入らない「六窓庵（ろくそうあん）」「転
合庵（てんごうあん）」の内部までご案内します。

日時：3月15日（木）　11：00～ 12：00
＊悪天候の場合は中止することがあります。
＊詳細→13ページ

❖ボランティアによる
「応挙館 桜茶会」

庭園の応挙館でお茶を召し上がっていただきます。

日時：3月25日（日）　
①11：00～12：00　②13：00～14：00（各回とも同じ内容）
参加費：500円（別途、当日の入館料が必要）
＊悪天候の場合は中止することがあります。
＊詳細→13ページ

❖桜の街の音楽会

「東京・春・音楽祭」（→14ページ）参加アーティストによる無
料のミニコンサートです。

＊各回20分程度

3月29日（木）　13：00～
對馬哲男（ヴァイオリン）　会場：本館大階段
4月2日（月）　11：00～
Vive! サクソフォーン・クヮルテット
会場：正門前（雨天時は本館前）
4月2日（月）　13:00～
坂東真奈実（ヴァイオリン）＆黒川実咲（チェロ）
会場：法隆寺宝物館エントランス

主催・お問合せ：東京・春・音楽祭実行委員会
（TEL：03-5205-6497）
ウェブサイト　http://www.tokyo-harusai.com/

事前申込制

事前申込制

事前申込制

展示室も庭園も桜が満開！

◉花
か か

下遊
ゆうらく

楽図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野長信筆　江戸時代・17世紀
本館2室

満開の桜の下、歌舞音曲の宴を楽しむ
人々の姿が400年前のお花見の賑わい
を今に伝えます。

飛
あ す か

鳥山
やまのはな

花見
み

鳥居清長筆  江戸時代・18世紀
3月20日（火）～　
本館10室

飛鳥山は8代将軍吉宗ゆかりの桜の名
所で、花見客で賑わいました。ちょっと
飲み過ぎた美人の姿も。

嵐
あらし

山
やま

春
しゅん

景
けい

塩川文麟筆　明治6年（1873）
塩川文鱗氏寄贈
3月20日（火）～　
本館18室

手前に桂川が流れ、山の斜面に桜が満
開。嵐山は、平安時代以来の桜の名所
の一つです。

＊右隻の中央部分は関東大震災で失われました

（3枚続のうち）

00年前40040000444444404444 かららららららららららか年前から年前からから年前前か前前かか前前
お花見が大好お花お花おお花お きき好き好き見が大好見が大好見が大大がが大大好き！き好 ！！

花に誘われ、わわれれ
酒に酔う酔うう

京都の桜といえば、桜桜と桜と
風光明媚な嵐山 3／13（火）

▼
4／8（日）

3月26日（月）・
4月2日（月）は
特別開館だほ

博
物
館
で
お
花
見
を

春
に
な
り
ま
し
た
！ 

ト
ー
ハ
ク
春
の
一
大
企
画
、「
博
物
館
で
お
花
見
を
」
が
今
年

も
始
ま
り
ま
す
。
本
館
の
各
展
示
室
で
は
桜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
名
品
が
満
開
で
皆

様
を
お
迎
え
し
ま
す
。
ま
た
当
館
自
慢
の
庭
園
で
は
約
10
種
類
の
桜
が
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
今
年
も
ト
ー
ハ
ク
な
ら
で
は
の

贅
沢
な
お
花
見
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。



5 は「博物館でお花見を」関連作品です。

本館北側の庭園を期間限定で開放します。ソメイヨシノを
はじめ、オオシマザクラ、枝垂れのエドヒガンザクラなど、
約10種類もの桜が次 と々開花し、春こそがベストシーズ
ン。期間中は庭園内にさくらカフェもオープンします。池の
ほとりのベンチでゆっくりおくつろぎいただけます。
また、庭園内にある茶室「転

てん

合
ごう

庵
あん

」は小
こ

堀
ぼり

遠
えん

州
しゅう

が八条宮
から茶入「於大名」を賜った折、その披露のために京都伏
見の六地蔵に建てた茶室です。この転合庵ゆかりの茶入
もあわせてご覧ください。
開放期間：3月13日（火）～ 5月20日（日）
          10：00～16：00
＊3月30日（金）・31日（土）、4月6日（金）・7日（土）は
　ライトアップを実施（19：30まで）
＊悪天候により中止になる場合があります。

❖桜スタンプラリー

展示室をめぐって、スタンプを集めてください。5つ全てを集め
た方にオリジナルバッジをプレゼント。「博
物館でお花見を」期間中、毎日開催します。

台紙の配布・バッジの引換え場所：本館エン
トランス（バッジの引換えは10：00～閉館
まで）

❖鑑賞ガイド

桜作品の見どころをダイジェストでご紹介します。
会場：いずれも本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

日時：3月23日（金）　14：00～ 14：30
講師：小島有紀子（教育講座室アソシエイトフェロー）

日時：3月28日（水）　14：00～ 14：30
講師：勝木言一郎（教育講座室長）

❖桜ギャラリートーク

会場：いずれも本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

【古典の香り『春』】
薫物を焚きながら、いにしえの春の香りについてお話しします。

日時：3月30日（金）　14：00～ 14：30
講師：田邊留美子（登録室アソシエイトフェロー）

【国宝『花下遊楽図屛風』を楽しむ】
今から400年前のお花見を描いた作品の魅力をご紹介します。

日時：4月4日（水）　14:00～ 14:30
講師：大橋美織（絵画・彫刻室研究員）

❖日本文化との出会い（3月） 

【トーハク能「嵐山」】
桜にちなんだ春の能を上演します。

日時：3月30日（金）　18：40～（18：10開場予定）
＊60分程度、詳細→14ページ

❖桜セミナー ＊詳細→12ページ

【桜咲く絵画の世界】
桜は、日本人に最も親しまれている花ではないでしょうか。桜
の描かれた絵画を紹介し、その人気の秘密を考えます。

日時：4月7日（土）　13:30～ 15：00（13：00開場予定）
講師：田沢裕賀（学芸研究部長）

❖桜ワークショップ「春らんまん　桜ぬりえ」

桜をモチーフにした展示作品のぬりえです。思い思いに色をつ
け、自分だけの春らしい作品をつくりましょう。展示室にある作
品の色づかいにも注目してみてください。

日時：3月29日（木）～
4月2日（月）　
各日11：00～ 16：00
＊ぬりえシートがなくなり次第終了
会場：本館2階ラウンジ

耳
みみ

付
つき

茶
ちゃ

入
いれ

 銘 於
お

大
だい

名
みょう

瀬戸　江戸時代・17世紀
塩原千代氏寄贈
～ 3月18日（日）
本館4室

ユリノキちゃん
東京国立博物館
公式キャラクター

春らんまんのトーハクは
　　　　　　　　　　

桜イベントも満開！

春の庭園開放

吉
 よし

野
の

山
やま

蒔
まき

絵
え

棚
たな

江戸時代・19世紀　矢野鶴子氏寄贈
本館8室

全面に桜花爛漫の山水を描き、平安時代か
ら続く桜の名所、吉野山を表現しています。

振
ふりそで

袖 染
そめわけ

分縮
ちりめん

緬地
じ

枝
し

垂
だれ

桜
ざくら

菊
きくたんざく

短冊模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
本館10室

枝垂桜が肩にかかる模様が優美な友禅染。模様を
上下に分けるスタイルは江戸時代中期の流行。

色
いろ

絵
え

桜
おう

樹
じゅ

図
ず

透
すかし

鉢
ばち

仁阿弥道八作　江戸時代・19世紀　
本館13室

ぜひ真横からもご覧ください。
透かし表現を通して、鉢に広が
る満開の桜がより楽しめます！

（引戸部分）

日本一の桜の名所、日日本
吉野山に桜が満開！

色鮮やかな枝垂桜が
優雅になびきます雅に雅

中を見ても外を見ても
桜・桜・桜！

バッジは全部で2種類
ご用意しています

特記以外はすべて参加無料（ただし当日の入館料が必要）、事前申込み不要です。

今年の開放期間は
過去最長です！
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今こそ に注目です“やきもの”
当館所蔵「白磁蝶牡丹浮文大瓶」が、2017年、新たに重要文化財に指定されま
した。そこで今号では、やきものに注目！ 「作り手」と「コレクター」、二つの視
点からトーハクの陶磁作品をご紹介します。

江戸時代後期に活躍した陶工・奥田頴川は、中国趣味や煎茶が人
気を博していた時代の流れに応じ、京都で初めて磁器を焼成しました。
その門下生は京都だけでなく、各地の藩に招かれるなどして御

お

庭
にわ

焼
やき

の
開窯や発展に寄与しました。会場では頴川と門下生それぞれの作品と、
関わりのあった地方窯の作品を展示します。 （横山梓）

広田不孤斎（松
まつ

繫
しげ

／1897
～1973）は、弱冠27歳にし
て日本橋に古美術店壺

こ

中
ちゅう

居
きょ

を構え、昭和47年（1972）に
は約500点にのぼる東洋陶
磁コレクションを当館へ寄贈し
た人物です。ここでは鋭い鑑
識眼で知られる不孤斎が選
び抜いた中国陶磁の名品を
たっぷりとご紹介いたします。 

（三笠景子）

特集「江
え ど

戸後
こ う

期
き

の京
きょう

焼
や き

陶
と う

工
こ う

―奥
お く

田
だ

頴
え い

川
せ ん

と門
も ん

下
か

生
せ い

を中
ちゅう

心
し ん

に」

広
ひ ろ

田
た

不
ふ っ

孤
こ

斎
さ い

コレクション

作り手に注目

コレクターに注目

◎白
はく

磁
じ

蝶
ちょう

牡
ぼ

丹
たん

浮
うきもん

文大
たいへい

瓶
三代清風与平作　明治25年（1892）　
シカゴ・コロンブス世界博覧会事務局
展示期間：～ 3月18日（日）／本館18室

三代清
せい

風
ふう

与
よ

平
へい

は、近代を代表する京都
の陶工です。中国古陶磁の研究、釉薬の
開発に取り組み、この白磁も与平が得
意とした表現の一つです。2017年に新
たに重要文化財に指定されました。見
事な浮彫表現にご注目ください。

○色
いろ

絵
え

飛
ひ

鳳
ほうもん

文隅
すみきりぜん

切膳
江戸時代・18～19世紀
大河内正敏氏寄贈

五
ご

彩
さい

金
きんらん

襴手
で

鹿
ろく

鶴
かくもん

文鉢
はち

中国・景徳鎮窯　明時代・16世紀

不孤斎の目の高さを示す、金襴手出色の
作品。壺中居を一緒に創設した友人西山
保の33回忌を機に寄贈されました。

豆
とうさい

彩束
そくれん

蓮文
もんはち

鉢
中国・景徳鎮窯
「大清雍正年製」銘　
清時代・雍正年間
（1723～ 35年）

青花の輪郭が爽やか
なこの鉢は、清の雍正官
窯で焼かれた豆彩の名品と
して知られています。不孤斎はこれを水指に見立て
て用いました。

南
なんきん

京赤
あか

絵
え

蓮
れん

鷺
ろ

文
もん

手
て

桶
おけ

形
がた

茶
ちゃいれ

入
中国・景徳鎮窯　
明～清時代・17世紀

鴻池家伝来と伝わ
る茶器です。不孤斎
は茶の湯にも通じ、コ
レクションのなかにも
茶湯道具に見立てられ
た愛らしい器が数多く
含まれています。

自らを「識字陶工」と呼んだ青木木米
（1767～1833）。漢詩を書き込んだ
茶壺など、文人らしい作風が表れた
煎茶具一式をご紹介します。

染
そめつけ

付詩
し

文
ぶん

四
よ

方
ほう

茶
ちゃ

壺
こ

（煎
せんちゃ

茶具
ぐ

一式のうち）
江戸時代・19世紀

型物成形を得意とした欽古堂亀祐
（1765～1837）。青磁の研究に
も励み、招聘先の三田（兵庫
県三田市）の青磁発展にも
寄与しました。

青
せい

磁
じ

人
じんぶつ

物置
おきもの

物
三田　江戸時代・19世紀

乾
けんざん

山に倣い、和様の作品にも多く取
り組んだ仁阿弥道八（1783～1855）。
桜と楓を一つの鉢に表した「雲

うん

錦
きん

手
で

」は
代表的な作例です。

色
いろ

絵
え

桜
おう

楓
ふうもん

文木
もっこう

瓜形
がたばち

鉢
江戸時代・19世紀

2月6日（火）～ 5月20日（日）▶東洋館5室◀

2月6日（火）～ 4月22日（日）▶本館特別2室◀

新・重文を
展示中

初代清風与平は
仁阿弥道八に
師事しました



本
館

本
館

本
館

本
館

　
当
館
で
は
、収
蔵
し
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
よ
り
良
い
状
態
で
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
、展
示
室
や
収
蔵
庫
内
の
環
境
を
管

理
し
、必
要
に
応
じ
て
修
理
を
行
い
な
が
ら

作
品
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
で
は
、

修
理
を
終
え
た
作
品
を
展
示
し
、修
理
方
法

の
解
説
な
ど
を
添
え
て
、文
化
財
を
長
く
伝

え
て
い
く
た
め
の
当
館
の
取
り
組
み
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
今
回
は
昨
年
修
理
を
終
え
た
も
の
を
中

心
に
、
狩か

野の
う

益ま
す

信の
ぶ

筆
「
年ね
ん

中ち
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

」

や
、「
小お

忌み

衣ご
ろ
も 

浅あ
さ

葱ぎ

天び
ろ
ー
ど
じ

鵞
絨
地
菊き
く

水す
い

模も

様よ
う

」

「
人じ
ん

面め
ん

付つ
き

壺つ
ぼ

形が
た

土ど

器き

」な
ど
17
件
の
作

品
を
展
示
い
た
し
ま

す
。
美
し
さ
を
取
り

戻
し
た
作
品
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（
宮
田
将
寛
）

　
こ
の
期
間
、
本
館
3
室
「
仏
教
の
美
術
」

の
絵
画
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
特
別
展
「
仁に
ん

和な

寺じ

と
御お

室む
ろ

派は

の
み
ほ
と
け
―
天て
ん

平ぴ
ょ
う

と
真し
ん

言ご
ん

密み
っ

教き
ょ
う

の
名
宝
―
」（
↓
2
ペ
ー
ジ
）
に
関
連

し
て
、密
教
絵
画
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

　
特
別
展
で
注
目
の
作
品
の
一
つ
が
、
北
宋

絵
画
の
名
品
、
仁
和
寺
所
蔵
の
国
宝
「
孔
雀

明
王
像
」（
〜
2
月
12
日
〈
月
・
休
〉）
で
す
。

そ
れ
と
対
比
し
て
、
3
室
で
は
平
安
期
の
孔

雀
明
王
図
像
を
展
示
し
ま
す
。
白は
く

描び
ょ
う

図
像

で
は
あ
り
ま
す
が
、
空
海
請
来
の
唐
代
の
図

様
に
源
流
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
、
正
面
観

を
強
調
し
た
力
強
さ
が
特
徴
の
作
品
で
す
。

宋
代
の
作
例
と
の
違
い
を
、
日
本
化
へ
の
過

程
も
加
味
し
て
想
像
し
な
が
ら
見
比
べ
る

の
も
一
興
か
と
思
い
ま
す
。（
沖
松
健
次
郎
）

　
3
月
3
日
は
桃
の
節
句
。
華
や
か
で
楽
し

い
お
ひ
な
さ
ま
の
季
節
で
す
。
今
年
は
関
東

地
方
に
焦
点
を
あ
て
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

江
戸
の
有
力
な
豪
農
で
あ
っ
た
日
比
谷
家
伝

来
の
古こ

今き
ん

雛び
な

や
、三
谷
家
伝
来
の
牙げ

首く
び

雛び
な

と

い
っ
た
富
裕
層
の
雛
人
形
と
と
も
に
、越こ
し
ヶが

谷や

雛び
な
や
鴻こ
う
の

巣す

雛び
な

と
い
っ
た
庶
民
の
雛
人
形
も
あ

わ
せ
て
展
示
す
る
こ
と
で
、関
東
に
お
け
る
雛

文
化
を
概
観
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
日

本
の
人
形
の
一
例
と
し
て
、
嵯さ

峨が

人に
ん

形ぎ
ょ
う

や
賀か

茂も

人に
ん

形ぎ
ょ
う

と
い
っ
た
関
西
で
製
作
さ
れ
た
木
彫

人
形
も
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
人
形
の
名
品

を
通
じ
、繊
細
で
美
し
く
、そ
し
て
か
わ
い
ら

し
い
も
の
を
尊
ぶ
日
本
の
美
意
識
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
三
田
覚
之
）

　
文
化
6
年（
1
8
0
9
）
か
ら
8
年
に
か

け
て
、伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

と
そ
の
測
量
隊
が
九
州
を

実
測
し
た
成
果
に
基
づ
く
地
図（
伊
能
図
）

で
す
。
伊
能
図
は
縮
尺
に
応
じ
て
大
図
、中

図
、
小
図
に
分
類
さ
れ
、
写
真
の
図
は
小
図

（
縮
尺
43
万
2
0
0
0
分
の
1
）
で
す
。
正

確
さ
と
地
図
と
し
て
の
美
し
さ
を
兼
ね
備
え

た
伊
能
図
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

他
に
中
図（
1
枚
）、大
図（
21
枚
）と
も
セ
ッ

ト
で
残
っ
て
い
ま
す
。
描
か
れ
て
い
な
い

現
在
の
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
な
ど
は
、
こ
の

時
測
量
で
き
な
か
っ
た
地
域
で
、
文
化
8
年

（
1
8
1
1
）
か
ら
の
第
2
次
測
量
で
実
測

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、小
図
の
ほ
か

大
図（
第
十
五
）を
展
示
し
ま
す
。

 

（
田
良
島
哲
）

年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野益信（洞雲）筆
江戸時代・17世紀
諏訪多辰治氏寄贈

屛風装を解体し損傷部を
補修。骨下地・金具等も
新調しました

孔
く

雀
じゃく

明
みょう

王
おう

図
ず

像
ぞう
　平安時代・12世紀

当館所蔵の国宝「孔雀明王像」（写真左、
展示予定なし）と同じ系統の図様を示し
ています

古
こ

今
きん

雛
びな

　末吉石舟作
江戸時代・文政10年（1827） 山本米子氏寄贈
目にガラスをはめ込み、表情も写実性の高い
作りで、江戸時代の関東で好まれました

◎九
きゅう

州
しゅう

沿
えん

海
かい

図
ず

（小
しょう

図
ず

）
伊能忠敬作  江戸時代・19世紀
近代以前の日本の測量技術を示す正
確さと美しさを兼ね備えた実測図です

総合文化展 ｜ 見どころ案内
総合文化展 ピックアップ !

（参考）

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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3
月
13
日（
火
）〜
4
月
8
日（
日
）

特
別
1
室

2
月
6
日（
火
）〜
3
月
18
日（
日
）

3
室
　
仏
教
の
美
術

2
月
27
日（
火
）〜
3
月
18
日（
日
）

14
室

　

1
月
30
日（
火
）〜
3
月
18
日（
日
）

15
室

　
歴
史
の
記
録

修
理
の
成
果
を
お
披
露
目

特
別
展
の
作
品
と
見
比
べ
て
み
よ
う

富
裕
層
か
ら
庶
民
の
雛
人
形
ま
で

今
年
は
関
東
の
お
ひ
な
さ
ま
を
紹
介

今
年
は
伊
能
忠
敬
没
後

年

特
集「  

東と
う

京き
ょ
う

国こ
く

立り
つ

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保ほ

存ぞ
ん

と
修し

ゅ
う

理り

」

孔く

雀じ
ゃ
く

明み
ょ
う

王お
う

図ず

像ぞ
う

特
集「 

お
ひ
な
さ
ま
と

　
　
　
日に

本ほ
ん

の
人に

ん

形ぎ
ょ
う

」

重
文
　
九き

ゅ
う

州し
ゅ
う

沿え
ん

海か
い

図ず



東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

　
台
湾
に
い
る
先
住
民
族
は
16
部
族
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
族
で
あ
る
パ
イ
ワ
ン

族
が
佩は
い

用よ
う

し
た
刀
で
す
。
鞘さ
や

の
末
端
の
ほ

う
に
は
、
四
角
い
頭
を
も
っ
た
ギ
ザ
ギ
ザ
の

体
の
蛇
が
彫
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
刀

の
鞘
の
形
を
見
る
と
、
鞘
尻
が
キ
ュ
ッ
と
跳

ね
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
鞘
を
蛇
に

見
立
て
た
形
を
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
の

よ
う
に
蛇
が
好
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
パ
イ
ワ
ン
族
が
自
ら
の
祖
霊
を

「
百ひ
ゃ
っ

歩ぽ

蛇だ

」
と
い
う
毒
蛇
で
あ
る
と
信
じ
て

い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
名
前

の
由
来
は
、「
こ
の
蛇
に
嚙
ま

れ
た
ら
百
歩
も
歩
か
な
い
う

ち
に
命
を
失
う
」と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。 

（
猪
熊
兼
樹
）

　
橋は
し

本も
と

末す
え

吉き
ち

氏（
1
9
0
2
〜
9
1
）
は
東

京
に
生
ま
れ
、
慶
応
義
塾
大
学
卒
業
後
、
大

蔵
省
に
入
省
。
の
ち
に
実
業
界
で
要
職
を
歴

任
し
、長
く
大
阪
・
高た
か

槻つ
き

に
居
を
構
え
ま
し

た
。
戦
後
は
中
国
書
画
の
収
集
に
力
を
注
ぎ
、

そ
れ
ま
で
評
価
の
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
近

現
代
の
書
画
の
価
値
を
い
ち
早
く
見
抜
い
て
、

素
晴
ら
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
厚
み
の
あ
る
色
彩
の
諧
調
が

美
し
い
清
時
代
末
の
上
海
の
画
家
や
、海
外

体
験
を
通
じ
て
中
国
絵
画
の
近
代
化
を
進
め

た
中
華
民
国
時
代
の
画
家
の
作
品
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。
世
界
的
に
評
価
の
高
い
橋
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、 

中
国
近
代
絵
画
の
流

れ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
富
田
淳
）

　
毎
年
1
回
、東
洋
館
13
室
で
は
、遊
牧
民
研

究
家
・
松
島
清
江
氏
が
1
9
6
0
年
代
か
ら

1
9
8
0
年
代
に
か
け
て
現
地
で
収
集
し
た
遊

牧
民
の
染
織
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
各

地
で
遊
牧
を
営
ん
だ
部
族
が
、自
ら
の
生
活
の

た
め
に
、家
畜
の
毛
を
つ
む
い
で
作
ら
れ
た
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
の
袋
や
敷
物
で
、各
部
族
の
特
色
あ

る
色
と
文
様
の
世
界
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
遊
牧
民
に
と
っ
て
移
動
の
手
段
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
馬
の
頭
部
に
被
せ
る
飾

り
も
あ
り
ま
す
。
家
畜
の
毛
を
多
彩
に
染
め
て

圧
縮
し
た
フ
ェル
ト
を
切
り
繫
い
だ
装
飾
品
に
、

生
活
に
彩
り
を
求
め
た
遊
牧
民
の
思
い
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。 

（
小
山
弓
弦
葉
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

　
褐
色
に
発
色
す
る
ガ
ラ
ス
の
水
注
と
杯

は
、
黄フ
ァ
ン

海ヘ

道
の
延ヨ
ン

白ベ
ク

で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

高こ
う

麗ら
い

の
都
が
あ
っ
た
開ケ

城ソ
ン

か
ら
、
西
に
向
か

う
主
要
な
経
路
上
に
あ
り
ま
す
。
重
要
な
寺

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
は
西
ア
ジ
ア
で
作
ら
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム

ガ
ラ
ス
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
杯
の
高

台
の
部
分
は
形
が
き
れ
い
に
整
え
ら
れ
、
全

体
の
形
か
ら
見
て
も
中
国
・
宋
時
代
の
磁
器

に
範
を
と
っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
す
ぐ
れ
た

磁
器
を
ガ
ラ
ス
で
再
現
す
る
よ
う
、
西
ア
ジ

ア
に
発
注
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
が
、
何
ら
か
の
経

緯
を
経
て
高
麗
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
。 

（
白
井
克
也
）

ガラス水
すい

注
ちゅう

（写真右）・ガラス杯
はい

（写真左）
伝朝鮮延白出土　高麗時代・11～12世紀
小倉コレクション保存会寄贈

杯の外側には青いガラスで斑点がつけられています

富
ふう

貴
き

一
いっ

品
ぴん

図
ず

軸
じく

  真然筆
中国  清時代・19世紀  個人蔵

牡丹（富貴）と鶴（最高位の官
僚）を濃艶に描いた力量を橋
本氏は評価しました

佩
はい

刀
とう

台湾南部　19世紀後半～20世紀前半

赤と黒に体を塗り分けた毒蛇が佩刀
の鞘に表されています

馬
ば

頭
とう

飾
かざり

 赤
あか

地
じ

二
に

重
じゅう

波
なみ

線
せん

文
もん

様
よう

刺
し

繡
しゅう

フェルト
アフガニスタン
20世紀
小西明人氏寄贈
アップリケや毛髪で
装飾した華やかな
色使いが魅力です

（部分）

（部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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1
月
30
日（
火
）〜
4
月
22
日（
日
）

13
室

　
ア
ジ
ア
の
民
族
文
化

〜
6
月
17
日（
日
）

10
室

　
朝
鮮
の
仏
教
美
術

3
月
6
日（
火
）〜
4
月
15
日（
日
）

8
室

　
中
国
の
絵
画

〜
4
月
8
日（
日
）

13
室

　
ア
ジ
ア
の
染
織

強
力
な
毒
蛇
の
力
に
あ
や
か
り
た
い

あ
こ
が
れ
の
磁
器
を
ガ
ラ
ス
で
！

中
国
近
代
書
画
の
真
価
を
見
出
し
た

コ
レ
ク
タ
ー
の〝
眼
〞

「
普
段
使
い
の
小
物
に
彩
り
を
」

遊
牧
民
の
美
意
識
を
見
る

佩は
い

刀と
う

ガ
ラ
ス
水す

い

注ち
ゅ
う

・
ガ
ラ
ス
杯は

い

「 
橋は

し

本も
と

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

近き
ん

代だ
い

絵か
い

画が

」

「
遊ゆ

う

牧ぼ
く

民み
ん

の
染せ

ん

織し
ょ
く

」



法
隆
寺
宝
物
館

平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館

　
仏
教
で
用
い
る
道
具
に
は
修す

法ほ
う

で
使
わ

れ
る
「
法
具
」
と
、
僧
侶
の
生
活
に
用
い
ら

れ
る「
僧
具
」が
存
在
し
ま
す
。
如
意
と
は
、

元
来
は
い
わ
ゆ
る
「
孫
の
手
」
で
あ
り
、
遠

く
の
も
の
に
意
の
如
く
手
が
届
く
こ
と
か

ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
仏
教
に
お
い
て
は

払ほ
っ

子す

や
杖つ
え

と
と
も
に
儀
式
の
場
で
僧
侶
が

手
に
持
ち
、
威
儀
を
正
す
た
め
の
僧
具
と
し

て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
如
意
は
大
き
な
雲
形
の
頭
部
全

体
に
宝ほ
う

相そ
う

華げ

唐か
ら

草く
さ

を

線
刻
し
た
華
や
か
な

も
の
で
、
天
暦
11
年

（
9
5
7
）の
針
書
銘
が

あ
る
こ
と
か
ら
年
代

の
わ
か
る
如
意
と
し

て
は
日
本
最
古
の
作

例
で
す
。（
末
兼
俊
彦
）

　
明
治
時
代
に
、洋
画
家
の
黒
田
清
輝
が
ヌ
ー

ド
の
作
品
を
次
々
と
発
表
し
て
、世
間
の
注
目

を
集
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ

ラ
ン
ス
で
美
術
を
学
ん
だ
黒
田
に
と
っ
て
、裸

体
を
描
く
こ
と
は
制
作
の
基
本
で
し
た
が
、一

方
で
西
洋
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
美
術
教
育
が

最
終
目
標
と
し
た
の
は
、複
数
の
人
物
像
か
ら

な
る
群
像
表
現
で
し
た
。
そ
の
点
で
3
人
の

裸
婦
像
か
ら
な
る「
花
野
」は
、黒
田
が
洋
画

と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
示
そ
う
と
し
た
作
と

い
え
ま
す
。
と
り
わ
け
野
に
つ
ど
う
裸
婦
群

像
を
明
る
い
色
彩
で
と
ら
え
た
作
風
は
、黒
田

の
師
で
あ
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
か
ら
の
影

響
が
色
濃
く
見
て
取
れ
ま
す
。

 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
塩
谷
純
）

　
早
い
も
の
で
2
月
と
な
り
ま
し
た
。
今
さ

ら
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年

の
干
支
に
ち
な
み
、か
わ
い
ら
し
い
犬
の
埴

輪
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
犬
、
首
輪
を
は
め
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
す
る
と
飼
い
犬
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
様
々
な
物
語
を
表
現
す
る
埴
輪
の
な
か

で
、
犬
が
登
場
す
る
の
は
狩
り
の
場
面
。
耳

と
尻
尾
を
立
て
て
獲
物
を
威
嚇
し
、息
を
切

ら
し
て
い
る
の
か
舌
を
出
し
て
い
ま
す
。
昔

か
ら
、
犬
が
人
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
山
本
亮
）

花
はな

野
の
　黒田清輝筆

明治40～大正4年（1907～15）

黒田清輝の作品の中でも最大級の画面で、
その意気込みがうかがえます

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

10 0 0 年後の未来に     バトンタッチ！

保存と修理情報  　45

　
修
理
や
保
存
箱
に

使
用
す
る
材
料
は
、

有
害
な
ガ
ス
を
発
生

せ
ず
、
長
期
に
わ
た

っ
て
変
化
が
少
な
い

も
の
を
選
び
ま
す
。

特
に
文
化
財
の
補
強

に
用
い
ら
れ
る
材
料

に
は
、
次
の
修
理
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
傷
つ

け
る
こ
と
な
く
除
去

で
き
る
と
い
う
条
件

も
付
加
さ
れ
ま
す
。
和
紙
や
正し

ょ
う

麩ふ

糊の
り

の
よ

う
な
伝
統
的
材
料
は
、
歴
史
が
そ
の
優
れ

た
性
能
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
化
学

的
に
合
成
さ
れ
た
材
料
に
つ
い
て
は
歴
史

が
浅
く
、
時
間
経
過
で
の
変
化
が
未
知
数

で
す
が
、最
近
で
は
使
い
勝
手
の
良
い
も
の

が
市
場
に
出
て
い
ま
す
。
当
館
で
は
テ
ス

ト
で
安
全
性
の
確
認
を
行
い
ま
す
が
、
現

段
階
で
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
材
料
で
あ
っ

て
も
、
長
期
的
に
安
全
で
あ
る
と
い
う
確

認
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
5
年
後
用
、
10
年

後
用
の
サ
ン
プ
ル
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

処
置
後
も
作
品
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が

私
た
ち
の
役
目
で
す
。

（
土
屋
裕
子
）

埴
はに

輪
わ

  犬
いぬ

群馬県伊勢崎市大字境上武士字
天神山出土　古墳時代・6世紀

◎如
にょ

意
い

平安時代・天暦11年（957）

仏教で広く用いられる如意
の中で、日本最古の物とし
て特に貴重です

文化財修理や保存箱に
用いる材料

エモノは猪。今年（戌）が来年
（亥）を追いかけています

文化財保存用の中性紙箱と同
材料のサンプル。5年後、10年
後に再びテストして、ガスが発生
していないかどうかを確認する

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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通
年

第
5
室

2
月
6
日（
火
）〜
3
月
18
日（
日
）

黒
田
記
念
室

〜
6
月
3
日（
日
）

考
古
展
示
室

日
本
最
古
の「
孫
の
手
」

洋
画
の
あ
る
べ
き
姿
を
伝
え
た
い

か
わ
い
く
見
え
て
狩
り
の
真
っ
最
中

重
文
　
如に

ょ

意い

花は
な

野の

埴は
に

輪わ

　
犬い

ぬ



4

10

1-1

1-2

3-1

8-2

7

5・6

3-3

2

8-1

9

3-2

2/6㊋-3/18㊐

海
かい

辺
へん

老
ろう

松
しょう

図
ず

襖
ふすま

（旧
きゅう

帰
き

雲
うん

院
いん

障
しょう

壁
へき

画
が

） 
円山応挙筆
江戸時代・天明7年（1787）
川崎武之助氏寄贈
もと京都・帰雲院（南禅寺塔
頭／たっちゅう）の襖。応挙
の墨絵の最高峰です

-7/16㊊・㊗

埴
はに

輪
わ

 踊
おど

る人
ひと

々
びと

埼玉県熊谷市 野原古墳出土
古墳時代・6世紀
踊る人か、馬をひく人とみられる、独創
的な造形の人物埴輪です

-5/6㊐　土
ど

偶
ぐう

山梨県笛吹市御坂町
上黒駒出土
縄文時代（中期）・
前3000～前2000年
宮本直吉氏寄贈

3/20㊋-4/22㊐

◎四
し

季
き

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

伝周文筆　室町時代・15世紀
四季おりおりに美しい大自
然を居ながらに味わえます

2/6㊋-3/18㊐

山
さん

水
すい

図
ず

　伝周文筆
室町時代・15世紀
山本義章氏寄贈
もとは障壁画の一部です。左
右に広がる大画面を想像して
ください

2/6㊋-3/18㊐

古
こ

経
きょう

貼
はり

交
まぜ

屛
びょう

風
ぶ

奈良～鎌倉時代・
8～13世紀
松永安左エ門氏寄贈
奈良から鎌倉時代の古
経31枚を料紙や書体を
考慮し配置しています

-4/ ㊐

色
いろ

絵
え

椿
つばき

松
しょう

竹
ちく

梅
ばい

文
もん

透
すかし

入
いり

重
じゅう

蓋
ふた

物
もの

京焼　江戸時代・18世紀
器の内面にも、
金彩を交えて
松・竹・梅を華
やかに描いて
います

吉
よし

野
の

山
やま

蒔
まき

絵
え

棚
たな

江戸時代・19世紀
矢野鶴子氏寄贈
→5ページ

2/6㊋-3/18㊐

行
ぎょう

書
しょ

対
たい

聯
れん

「直
じき

指
し

人
じん

心
しん

 見
けん

性
しょう

成
じょう

仏
ぶつ

」
清巖宗渭筆　江戸時代・17世紀　松平直亮氏寄贈
禅の基本精神を示す語の一つ。清巖宗渭は書画
に優れた禅僧でした

-2/18㊐

厚
あつ

板
いた

 藍
あい

地
じ

唐
から

獅
じ

子
し

模
も

様
よう

江戸時代・17世紀
中国の瑞獣である獅子。コロコ
ロとした愛らしい姿に注目です

2/20㊋-4/22㊐

厚
あつ

板
いた

 紅
べに

緑
みどり

段
だん

雲
くも

矢
や

襖
ぶすま

鱗
うろこ

模
も

様
よう

　江戸時代・19世紀

2/6㊋-3/18㊐

孔
く

雀
じゃく

明
みょう

王
おう

図
ず

像
ぞう

平安時代・12世紀
→7ページ

3/20㊋-4/ ㊐

源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（絵
え

合
あわせ

・胡
こ

蝶
ちょう

）
狩野晴川院〈養信〉筆
江戸時代・19世紀

-3/11㊐

◉賢
けん

愚
ぐ

経
きょう

（大
おお

聖
じょう

武
む

）
伝聖武天皇筆  奈良時代・8世紀
「大聖武」と称される雄渾な
書風の『賢愚経』断簡です

（部分）

（部分）

（部分）

（左隻部分）

（右隻部分）

（部分）

（胡蝶部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

3/20㊋-4/22㊐

◎天
てん

狗
ぐ

草
ぞう

紙
し

（東
とう

寺
じ

・醍
だい

醐
ご

寺
じの

巻
まき

）
鎌倉時代・13世紀
醍醐寺清瀧会（桜会）の場面。満開の
桜と稚児の衣装の色の対比も美しい

3/13㊋-4/8㊐

◉花
か

下
か

遊
ゆう

楽
らく

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野長信筆  江戸時代・17世紀
→4ページ

2/14㊌-5/6㊐

〇金
きん

小
こ

札
ざね

紅
べに

糸
いと

中
なか

白
じろ

威
おどしの

腹
はら

巻
まき

安土桃山時代・16世紀
伝統的なかたちですが、華やかな
仕立てに時代の好みがみられます

3/20㊋-6/10㊐

色
いろ

絵
え

桜
さくら

川
がわ

文
もん

徳
とく

利
り

伊万里
江戸時代・17世紀
広田松繁氏寄贈

-3/18㊐

黒
くろ

楽
らく

茶
ちゃ

碗
わん

　銘 かのこ斑
まだら

一入作　江戸時代・17世紀　広田松繁氏寄贈
樂家4代の作。この茶碗にも現れる朱釉
（しゅぐすり）は、一入（いちにゅう）が完
成させました

-2/12㊊・㊡

白
しろ

糸
いと

威
おどし

二
に

枚
まい

胴
どう

具
ぐ

足
そく

江戸時代・17世紀
徳川義寛氏寄贈

尾張徳川家初代・徳川義直（1600
～50）の所用と伝える具足です

3/20㊋-4/22㊐

註
ちゅう

楞
りょう

伽
が

経
きょう

断
だん

簡
かん

奈良時代・8世紀　植村和堂氏寄贈
大ぶりに書かれた大字経で、奈良時代大字写経の名品です

2/6㊋-3/18㊐

万
まん

葉
よう

集
しゅう

巻四断
だん

簡
かん

（栂
とがの

尾
お

切
ぎれ

）
源兼行筆 平安時代・11世紀
柳澤敬素氏寄贈
五大万葉集の一つ。源兼行筆の漢字と
仮名が同時に楽しめます

3/20㊋-4/22㊐

◎厩
うまや

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

室町時代・16世紀　岡崎正也氏寄贈
繫がれた馬とともに、囲碁などに興
じる人々や猿などの動物を描く大変
にぎやかな屛風

（左隻部分）

3/20㊋-4/22㊐

観
かん

桜
おう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　
住吉具慶筆
江戸時代・17世紀
西脇健治氏寄贈

は「博物館でお花見を」（→4～5ページ）関連作品です。

4

3-1

3-2

3-3

2

13-1

13-2

13-3

12

14

1-1： 日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳
1-2： 仏教の興隆―飛鳥・奈良  

2： 国宝室  

3-1： 仏教の美術―平安～室町
3-2： 宮廷の美術―平安～室町
3-3： 禅と水墨画―鎌倉～室町
4： 茶の美術  

5・6： 武士の装い―平安～江戸
7： 屛風と襖絵―安土桃山・江戸
8-1： 暮らしの調度―安土桃山・江戸
8-2： 書画の展開―安土桃山・江戸
9： 能と歌舞伎
10： 浮世絵と衣装―江戸

11： 彫刻  

12： 漆工  

13-1： 金工  

13-2： 刀剣  

13-3： 陶磁
14： 特集
15： 歴史の記録  

16： アイヌと琉球  

（17： 保存と修理）
18： 近代の美術  

本館 2 F: 1~10

 示案内
～3月］



11

13-1

11 

12 
15 

16 

18 

14

10 
浮世絵

10 
衣装

13-3

13-2

◎十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

中国　奈良・多武峯伝来
唐時代・7世紀
白檀という香木から全身を
緻密に彫り出した、初唐期
の檀像彫刻の名品です

-2/18㊐

振
ふり

袖
そで

 白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

雲
くも

御
み

簾
す

橘
たちばな

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀
優雅で吉祥に満
ちた振袖。仕立
替なく現代まで
遺された貴重な
作品です

2/20㊋-4/22㊐

振
ふり

袖
そで

 染
そめ

分
わけ

縮
ちり

緬
めん

地
じ

枝
し だ れ

垂桜
ざくら

菊
きく

短
たん

冊
ざく

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀　→5ページ

2/27㊋-5/20㊐

色
いろ

絵
え

桜
おう

樹
じゅ

図
ず

透
すかし

鉢
ばち

仁阿弥道八作 
江戸時代・19世紀　→5ページ

2/27㊋-3/18㊐

冨
ふ

嶽
がく

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

景
けい

・
御
おん

厩
まや

川
が

岸
し

より両
りょう

国
ごく

橋
ばし

夕
ゆう

陽
ひ

見
み

葛飾北斎筆　江戸時代・19世紀
日が沈んだ黄昏時の江戸の町が
遠くシルエットで見えます

3/20㊋-4/15㊐

飛
あす か

鳥山
やまの

花
はな

見
み

鳥居清長筆　江戸時代・18世紀　→4ページ

1/30㊋-2/25㊐

見
み

立
たて

鉢
はち

の木
き

鈴木春信筆
江戸時代・18世紀
謡曲「鉢木」は、梅・桜・松の木が領
地に替わるストーリー。これに見立て
た美人画です

-4/8㊐

◎塩
しおの

山
やま

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

室町時代・15世紀
図柄の中に｢君・賀｣ の2文字を隠し、長
寿を祝う有名な和歌を表現しています

◎白
はく

銅
どう

蓮
れん

池
ち

文
もん

磬
けい

奈良県吉野郡天川村金峯山出土
平安時代・12世紀

3/20㊋-5/6㊐

嵐
あらし

山
やま

春
しゅん

景
けい

塩川文麟筆
明治6年（1873）
塩川文鱗氏寄贈
→4ページ

-2/12㊊・㊡

無
む

我
が

　横山大観筆　明治30年（1897）   

「無」の概念を表して、新しい日本絵
画の創造を試みました

2/14㊌-3/18㊐

四
し

条
じょう

大
おお

橋
はし

（都
みやこ

（京
きょう

名
めい

所
しょ

）八
はち

題
だい

のうち）
前田青邨筆　大正5年（1916）   
京都の八つの名所の連作で、墨の味わ
いに重点を置いた作品です

-4/8㊐

◎銅
どう

梅
うめ

竹
たけ

透
すかし

釣
つり

燈
とう

籠
ろう

千葉市中央区千葉寺町千葉寺址出
土
室町時代・天文19年（1550）
畑野勇治郎氏寄贈
笠に天文十九年の銘があり、釜や
鋳物の生産地として名高かった天
明（てんみょう）で作られたと考え
られます

2/27㊋-5/20㊐

アイヌ鍬
くわ

形
がた

　北海道アイヌ
北海道栗山町角田字桜山出土
19世紀
尾田勝吉氏・泉麟太郎氏寄贈

-2/25㊐

首
くび

飾
かざり

北海道アイヌ
19世紀
徳川頼貞氏寄贈
儀式で身につ
けられた首飾
は、母から娘
へと代々伝え
られた宝物

1/30㊋-3/18㊐

◎九
きゅう

州
しゅう

沿
えん

海
かい

図
ず

（小
しょう

図
ず

）
伊能忠敬作  江戸時代・19世紀
→7ページ

3/20㊋-4/15㊐

文
ぶん

久
きゅう

遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

「竹
たけ

内
うち

保
やす

徳
のり

」写
しゃ

真
しん

ロビラール撮影
江戸時代・文久2年（1862）
文久2年に幕府
が欧州に派遣
した使節団の
正使。パリで撮
影されました

3/20㊋-4/22㊐

能
のう

面
めん

　般
はん

若
にゃ

　「近江打」朱書
江戸時代・17～18世紀

2/27㊋-3/18㊐

古
こ

今
きん

雛
びな

　末吉石舟作
江戸時代・文政10年（1827）
山本米子氏寄贈　→7ページ

総合文化展 ｜ 見どころ案内

-2/25㊐

◎刀
かたな

 金
きん

象
ぞう

嵌
がん

銘 光
みつ

忠
ただ

    本
ほん

阿
あ

（花押）　鎌倉時代・13世紀

◎太
た

刀
ち

銘 光
みつ

忠
ただ

　鎌倉時代・13世紀
光忠の銘のある作例は数えるほど。銘のある太刀（下）と後世
に光忠作とされた刀（上）、似たところはどこでしょうか

-2/25㊐

◎色
いろ

絵
え

月
げつ

梅
ばい

図
ず

茶
ちゃ

壺
つぼ

仁清　江戸時代・17世紀
仁清色絵茶壺の代表作。梅樹の
間から見える月の表現にご注目

2/6㊋-4/ ㊐

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・11世紀
岡野哲策氏寄贈
サクラ材の像。両目
を見開いて上歯で
下唇を嚙むという顔
は、空海が請来し
た曼荼羅ゆかりの
ものです

-4/8㊐

◉太
た

刀
ち

古
こ

備
び

前
ぜん

包
かね

平
ひら

（名物 大
おお

包
かね

平
ひら

）
平安時代・12世紀
古備前鍛冶の刀工、包平の代表的な作例です

◉太
た

刀
ち

長
おさ

船
ふね

長
なが

光
みつ

（号 大
だい

般
はん

若
にゃ

長
なが

光
みつ

）
鎌倉時代・13世紀

◎芦
あし

舟
ふね

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

伝本阿弥光悦作
江戸時代・17世紀

（部分）
（2枚続のうち）
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8-2
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教育普及事業

知る楽しみ、学ぶ喜び

講演会・ギャラリートーク・ガイダンス
講演会

連携講演会「呉
ご
昌
しょう
碩
せき
とその時代」

日時：2月3日（土）　13：30～15：00
講師：鍋島稲子（台東区立書道博物館主任研究員）、富田淳（当館学芸企画部長）
日本に現存する作品を通して、呉昌碩の虚と実に光をあてます。

月例講演会「黒田清輝と明治の洋画―東アジア美術の視点から」
日時：3月31日（土）　13：30～15：00
講師：山梨絵美子（東京文化財研究所副所長）
1893年にフランス留学を終えて帰国した黒田清輝が日本洋画の展開に果し
た役割、また、東アジアの油彩画における明治洋画の特異性を概観します。

桜セミナー「桜咲く絵画の世界」　　　＊関連展示：本誌4～5ページ
日時：4月7日（土）　13：30～15：00　講師：田沢裕賀（当館学芸研究部長）
桜は、日本人に最も親しまれている花ではないでしょうか。桜の描かれた絵
画を紹介し、その人気の秘密を考えます。

＊ 会場は平成館大講堂、定員380名、聴講無料（ただし、当日の入館料が必要）
＊開場は開始の30分前（予定）

ギャラリートーク
和歌山の埴

はに
輪
わ
―大日山35号墳出土品―

日時：2月6日（火） 14：00～14：30　平成館考古展示室
講師：河野正訓（考古室研究員）
二つの顔をもつ人物、翼を広げた鳥、力士や胡

こ

籙
ろく

などユニーク
な埴輪を紹介します。

漢時代の弩
ど
機
き

日時：2月20日（火） 14：00～14：30　東洋館5室
講師：市元塁（特別展室主任研究員）
弩機はクロスボウの一種である「弩

ど

」の主要部品。遅くとも戦国時代早期
（前4世紀）には登場し、秦

しん

漢時代にかけて普及しました。

アマルナ出土の古代エジプト資料
日時：2月27日（火）　14：00～14：30　東洋館3室
講師：小野塚拓造（東洋室研究員）
テル・エル・アマルナはアクエンアテン王が建設した前14世紀の王都の址。
考古学者フリンダーズ・ピートリが発掘した貴重な資料について掘り下げます。

五感を使った美術体験

ワークショップ・ツアー
［ウェブサイトフォーム］事前申込制

ワークショップ
ひいな遊び―立雛を作ろう !―　
ひなまつりの伝統は、平安時代頃から行われた「ひい
な遊び」にさかのぼります。今回のワークショップ
では当館所蔵の「立

たち

雛
びな

」をモデルに、頭をつくって顔を描き、きものにす
る料

りょう

紙
し

（文様のある和紙）を摺
す

って、自分オリジナルのお雛さまを作ります。

日時：3月3日（土）　①10：00～12：30　②14：00～16：30
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：①小学生～中学生とその保護者　②高校生以上
定員：①10組　②20名（いずれも応募者多数の場合は抽選）

参加費：無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館
料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームからお申込みください。
＊①は1組5名まで申込可（ただし、１組で１対制作）、②は2名まで申込可
申込締切：①②ともに 2月15日（木）必着

日本文化との出会い「きもの体験」
日本の伝統衣装を着ることで、日本の美意識や生活文化を感じてください。
お客様のカメラで写真撮影もできます。

日時：3月27日（火）～4月8日（日）　11：00～16：30（受付は～16：00）
＊体験は1人1着、所要30分
会場：本館特別4室　定員：各日30名（当日会場で受付、先着順）
＊定員に達した場合、受付を終了することがあります　
参加費：500円（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は、別途当
日の入館料が必要）　協力：ハクビ京都きもの学院

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　教育普及室

はにわ友達に
会いに来てほ

粋なお江戸のひな人形　＊関連展示：本誌7ページ
日時：3月2日（金）　18：30～19：00　本館14室
講師：三田覚之（教育普及室研究員）
江戸地域を中心に作られた関東のひな人形について、
鑑賞のポイントを語ります。

トーハクの修理事業―これまでの歩みと課題
＊関連展示：本誌7ページ
日時：3月13日（火）　14：00～14：30　本館特別1室
講師：土屋裕子（保存修復室長）
当館で行っている文化財修理の活動について紹介し、問題点や課題につい
ても触れ、将来へ向けての目標についてお話しします。

正倉院染織品における修理仕様　＊関連展示：本誌7ページ
日時：3月20日（火）　14：00～14：30　本館特別1室
講師：沢田むつ代（客員研究員）
当館では法隆寺と正倉院伝来の染織品を所蔵しています。これらは損傷状態
等に応じた修理方法を採用しているので、それらの修理仕様をお話しします。

X線CT装置の保存修理への活用　　　＊関連展示：本誌7ページ
日時： 3月27日（火）　14：00～14：30
本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：宮田将寛（調査分析室アソシエイトフェロー）
当館のX線CT装置の活用方法をご紹介。通常では見る事のできない文化財
の内部を調査し保存・修理に貢献しています。

立体作品修理の現場から　＊関連展示：本誌7ページ
日時：4月3日（火）　14：00～14：30　本館特別1室
講師：野中昭美（保存修復室アソシエイトフェロー）
作品の状態や展示活用にあわせた処置方法の違いなど、修理の難しさやお
もしろさについて展示作品を見ながらお話しします。

東京藝術大学大学院インターンによるギャラリートーク

＊各回15：30～15：50

横山大観の出世作を読み解く
日時： 2月3日（土）・7日（水）　会場：本館18室　解説： 木原天彦
横山大観の出世作「無我」。そのモチーフ、表現、タイトルを読み解きます。

東魏の如来三尊立像
日時： 2月4日（日）・14日（水）　会場：東洋館1室　解説： 閻志翔
中国・東魏時代の「如来三尊立像」。その魅力を表現と制作背景からご紹介します。

お人形の
名品

がずらり！
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立雛　江戸時代・19世紀
展示期間：2月27日（火）～
3月18日（日）　本館14室



＊ 事前申込プログラムにお申し込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。
実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので、各申込先に電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。
＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。

＊ は「ヒアリングループ」対応のイベントです。

あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

アートスタジオ 　

桜の根付作り
本館10室と高円宮コレクションの根付を見学した後、粘土を加工して桜を
テーマにオリジナルの根付を制作します。完成品はお持ち帰りいただけます。

日時：3月24日（土） 13：30～15：30
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：高校生以上　定員：20名程度（応募者多数の場合は抽選）
参加費：無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館
料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みください。
往復はがきの場合は、「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名まで）の氏名・ふ
りがな、（2）参加者全員の郵便番号・住所、（3）代表者の電話番号、「返信用表
面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りく
ださい。＊1枚のはがきで2名まで申込可
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館ボランティア室　「3月24日桜根付」係
申込締切：2月22日（木）必着

［往復はがき］事前申込制

庭園茶室ツアー

草
そう

庵
あん

茶室に入ってみよう！
庭園内にある茶室の見どころについて解説
します。通常のガイドツアーでは入らない
「六

ろく

窓
そう

庵
あん

」「転
てん

合
ごう

庵
あん

」の内部までご案内します。
＊悪天候の場合は中止することがあります

日時：3月15日（木）11：00～12：00

定員：16名（応募者多数の場合は抽選）
参加費：無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館
料が必要）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名まで）の氏名・
ふりがな、（2）参加者全員の郵便番号・住所、（3）代表者の電話番号を、「返信
用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記申込先にお
送りください。＊1枚のはがきで2名まで申込可
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館ボランティア室　「3月15日草庵茶室」係
申込締切：2月15日（木）必着

［往復はがき］事前申込制

応挙館での茶会
応
おう

挙
きょ

館
かん

 桜茶会
庭園の応挙館でお茶会を体験していただきます。   
建物、および円山応挙によって描かれた障壁画   
などについてもあわせてご紹介します。
＊悪天候の場合は中止することがあります
日時：3月25日（日） ①11：00～12：00　②13：00～14：00（各回とも同じ内容）
定員：各回15名（応募者多数の場合は抽選）
参加費：500円（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は、別途当
日の入館料が必要）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名まで）の氏名（ふ
りがな）、（2）参加者全員の郵便番号・住所、（3）代表者の電話番号、（4）希
望の回（①②いずれか）、（5）座いすが必要な方はその旨を、「返信用表面」
に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りくださ
い。＊1枚のはがきで2名まで申込可
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館ボランティア室　「3月25日応挙館桜茶会」係
申込締切：2月22日（木）必着

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代） ボランティア室
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トーハクは、韓国の国立中央博物館（以下中央博）と中国の上海博
物館（上博）と学術交流協定を結んでいます。今回は、国際交流室
の君波さんに学術交流についてお話をききました。

 ガクジュツコーリューってどんなことをしている
んだほ？

 毎年2名ずつ、研究員をお互いの国に1~2週間
派遣して、博物館や研究機関で調査をしていま
す。これまでに日中韓合わせて計80名以上が
派遣されています。

 今年度はどんな人が来られたんですか？

 中央博からは、一人は考古学と収蔵品データベース、もう一人は視覚デザイン
を専門とする研究員、そして上博からは、漆工と青銅器の専門家が東博に派
遣されました。

 何かテーマが決まっているのですか？

 派遣される人の専門によって考古学だったり、絵画だったり、さまざまです。トー
ハクの研究員の専門分野も幅広いので、いろいろな分野の研究者と交流がで
きます。

 言葉はどうするのですか？

 日本語がお上手な方もいらっしゃいますが、複雑な
話を全て日本語でするのは大変なので、通訳をつ
けています。これまで国際交流室には、私を含め
英語あるいは中国語のできる職員しかいませんで
したが、今年の7月から韓国語の担当が増えました。

 ずっとトーハクで調査するんだほ？

 いえいえ、希望に合わせて関西や九州、あるいは
国内のもっと別の場所にある博物館や研究所の
資料も調査に行くんですよ。

 いろんなところに行けるんだほ！ 楽しそうだほ！

 旅行を計画するのは大変そう……

 皆さんお忙しいので、日程を合わせるのに苦労し
ます。でも、訪問先の所蔵品についてこれまでわ
からなかったことが中央博や上博の研究者によっ
て明らかになることもあり、学術交流は大事だな、
と思います。

 みんなで協力していろいろ発見してほしいほ

海外の博物館と交流するほ！「学術交流」のおはなし

上博・包さんによる当館漆作品の
調査風景

徳島県立鳥居龍蔵記念博物館での
調査で、中央博ユンさんから新たな
知見が得られました

当館・猪熊主任研究員が、中央博の
屛風を調査。宮中の宴会における調
度品の使用例を確認しています

国際交流室　
君波妙子アソシエイトフェロー→

応挙館

六窓庵でのツアー風景



イベント＆インフォメーション  

日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
株式会社 毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞東京本社 様
三菱商事株式会社 様

株式会社 三冷社 様
株式会社 東京美術 様
株式会社 鶴屋吉信 様
日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 ミュージアムスタイルカフェ 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様

特別会員 維持会員 団体

凸版印刷株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
TABIZURU FOUNDATION 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様
株式会社 東京書芸館 様

インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様

東京国立博物館賛助会員　2017年11月24日現在

株式会社 デュナミス 様
株式会社 佐久間太熈堂 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様
髙木 聖雨 様
一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
ANAセールス株式会社  様
株式会社 清光社 様
一般社団法人 学士会 様
公益財団法人 書道芸術院 様

アズビル株式会社 様
セコム株式会社 様
株式会社 ニッセイコム 様
金剛株式会社 様
株式会社 ロイスダール 様
株式会社 岡村製作所 様
株式会社 GICジャパン 様
公益財団法人 アダチ伝統木版画技術保存財団 様
エクスロン・インターナショナル株式会社 様
正筆会 様
はごろもフーズ株式会社 様
有限会社 くんカンパニー 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様
特別会員
永久 幸範 様
辻 泰二 様
谷川 紀彦 様
佐久間 基晴 様
田中 將介 様
井田 悦郎 様
大山 孝良 様 
維持会員
伊藤 信彦 様
籔内 匡人 様
服部 悦子 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保 のり子 様

櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
吉原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
池嶋 洋次 様
是常 博 様
上野 孝一 様
北山 喜立 様
山田 泰子 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
川澄 祐勝 様

神通 豊 様
神通 豊一 様
石川 公子 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
松原 聡 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
髙橋 靜雄 様
田中 千秋 様
小西 晫也 様
田中 望 様
三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様

篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
相良 多恵子 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
楠 冨久美 様
櫻井 恵 様
加藤 孝明 様
伊佐 健二 様
軽部 由香 様

木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
新関 日出夫 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
栗山 哲夫 様
榎本 享世 様
岡田 良雄 様
阿部 和加子 様
師田 久子 様
井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様

高橋 明子 様
小塚 泰博 様
星 八郎 様
西永 義久 様
木下 茂子 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
関口 大志 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
松前 達郎 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
中野 俊介 様
井出 宗則 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
福田 倫子 様

佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
谷内 英一 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
竹原 鈴子 様
長嶋 益子 様
富山 仁美 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
供田 扶美 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
宮下 雅博 様
田代 雅彦 様
昆 政彦 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様

佐野 淑子 様
中村 光宏 様
菅野 良子 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様
田辺 修一 様
水野 和良 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様
羽石 史生 様
長瀬 正行 様
前田 寿子 様
笠原 勉 様
高木 紘司 様
小河 恭子 様
田中 三伊 様
黒河 英俊 様

廣瀬 敏章 様
北田 俊也 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様
中山 安弘 様
鈴木 健之 様
野田 和佳子 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様
柴 啓介 様
岩佐 恵子 様
向山 裕子 様
上島 啓祿 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
根岸 順 様
小野 透 様
竹中 洋介 様

脇 素一郎 様
本條 陽子 様
福井 一夫 様
石田 勝世 様
山神 英司 様
長井 真理 様
島谷 桂子 様
高野 成子 様
森本 文子 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様
伊藤 隆 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様
庄司 浩 様
三宮 信秀 様
大貫 健司 様
中井 健二 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
横田 恭三 様

和田 文彦 様
北山 卓 様
荒井 淳子 様
伊藤 建次郎 様
宮森 景子 様
田原 喬子 様
大山 仁 様
小田 周平 様
田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
小森 義記 様
那須野 さや佳 様
土志田 嘉 様
本保 順子 様
佐藤 はるみ 様
面田 大介 様
佐藤 義昭 様
三上 昌宏 様
三浦 邦夫 様
近藤 雅美 様
粂田 啓一 様
長谷川 里津子 様
渕本 靖子 様
大類 泰郎 様
岩井 順一 様

藤本 久子 様
仲田 雅也 様
青木 香織 様
染谷 克人 様
伊藤 翔司 様
石井 誠一郎 様
平井 智春 様
田中 久仁恵 様
大原 延恵 様
飯浜 修 様
野島 信明 様
椎名 功 様
小澤田 真弓 様
小松 愛実 様
米山 眞満 様
酒井 淳 様
堀内 洋志 様
曽根 史恵 様
中村 将也 様
黒田 賢一 様
浪崎 俊充 様
池嶋 洋次 様

ほか141名、2社、
順不同

東京国立博物館では賛助会制度を設け、文化財の
購入・修理、調査研究・総合文化展・施設整備等の
充実に、幅広くご支援をいただいております。

◉ 年会費
入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効

〈団体〉 プレミアム会員　1000万円以上
 特別会員　100万円（1口）
 維持会員　20万円
〈個人〉 プレミアム会員　100万円以上
 特別会員　20万円／維持会員　5万円

◉主な特典
特別展内覧会へのご招待 
東京国立博物館ニュースの送付 など
◉申込方法
当館窓口、当館ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込
◉お問合せ
電話 03-3822-1111（代） 総務課賛助会担当

東京国立博物館賛助会のご案内

　昨年度に引き続き、「ゆるキャラ®グランプリ2017」にエントリーしました。結果は
3375票獲得で、企業・その他部門で147位（エントリー総数447件）！ 皆様、応援あ

りがとうございました。
　また、「世界キャラクターサミット in 
羽生2017」にも参加し、トーハクをしっ
かりPR。京都国立博物館のトラりんと
参加したパフォーマンスショーでは、
みんなでダンスを披露し、会場を盛り
上げました。

ゆるキャラ®グランプリ2017＆
世界キャラクターサミットin羽生2017 参加報告

2月　日本文化との出会い「宮廷の雅　十二単着つけ実演」
本館8室で展示されている女房装束「典

ないしの

侍
す け

服
ふく

」は、いわゆる十二単。何枚もの衣
を着つけていく様子をぜひご覧ください。美しい重ね色目も必見です。
日時：2月23日（金）　（1）14：00 ～（開場13:30）　（2）18：00 ～（開場17:30）　
＊各回内容は同じ。60分程度
協力：ハクビ京都きもの学院

3月　日本文化との出会い  トーハク能「嵐山」
本館9室「神と鬼の風姿」、本館14室「日本の仮面　能狂言面の神と鬼」に関連した
企画です。当館研究員の解説を聞いた後、京都・嵐山の満開の桜に宿るという神々
が舞う、春の能を楽しんでみませんか？
日時：3月30日（金）　18:40～（開場18:10）　＊60分程度
出演：本田光洋（金春流シテ方）ほか　演目：嵐山（公演は後場のみ）

定員：いずれも380名（当日受付を含む）　会場：いずれも平成館大講堂
参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申込みください。
申込締切：［2月］2月8日（木）必着／　［3月］3月15日（木）必着

プレミアム・フライデー@トーハク

夜の音めぐり～桜の街の音楽会スペシャル～

夜のトーハクを「東京・春・音楽祭」参加アーティストの織り成す音色で彩ります。
日時：3月9日（金）＊各回20分程度
16:00～　サクソフォーン四重奏　会場：正門前（雨天時は本館前）
16:40～　豊永美恵（クラリネット）＆竹内真紀（電子ピアノ）　会場：東洋館1室
17:30～　黒川実咲（チェロ）　会場：本館大階段
18:30～　 黒川実咲（チェロ）＆土屋恵（アコーディオン）　会場：平成館ラウンジ
19:30～　 豊永美恵（クラリネット）＆竹内真紀（電子ピアノ） 

会場：法隆寺宝物館エントランス
料金：無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
主催・お問合せ：東京・春・音楽祭実行委員会（TEL：03-5205-6497）

東京・春・音楽祭　－東京のオペラの森2018－

①東博でバッハvol.37　野平一郎（ピアノ）
　日時：3月17日（土）　開演19:00　開場18:30
②東博でバッハvol.38　工藤すみれ（チェロ）
　日時：3月22日（木）　開演19:00　開場18:30
③東博でバッハvol.39　上野耕平（サクソフォン）
　日時：3月29日（木）　開演19:00　開場18:30　
④東博でバッハvol.40　 島田真千子（ヴァイオリン）＆北谷直樹（チェンバロ）
　日時：4月4日（水）　開演19:00　開場18:30
⑤東博でバッハvol.41　川田知子（ヴァイオリン）
　日時：4月11日（水）　開演19:00　開場18:30
会場：①④平成館ラウンジ　②③⑤法隆寺宝物館エントランス
料金：各回3,600円（全席自由）
＊チケットのお求め方法、並びにイベントの詳細は、東京・春・音楽祭ウェブサイト 
（http：//www.tokyo-harusai.com/）でご確認ください。

主催・お問合せ：東京・春・音楽祭実行委員会（TEL：03-5205-6497）

ぼくは「風神雷神図
屛風」の雷神に変身
したんだほー！
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東京国立博物館利用案内
開館時間：
9:30～17:00（入館は閉館の30分前まで）
● 金・土曜日は21：00まで
● いずれの場合も黒田記念館は17：00まで
休館日：
月曜日（祝日・休日に当たる場合は開館、翌平日休館）
● 3月26日（月）、4月2日（月）は開館
● 黒田記念館特別室の開室は3月26日（月）～ 4月8
日（日）

＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になる
ことがあります。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料

東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会
員制度をご用意しております。

友の会 　

 発行日から1年間有効
 年会費　8,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を6枚配布、本誌の定期購読、
ショップ、レストラン割引等様々な特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

 発行日から1年間有効
 年会費　一般5,000円、学生3,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を4枚配布します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
 発行日から1年間有効
 年会費　一般2,000円、学生1,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
東京国立博物館ニュースの定期購読　
 年会費　1,000円（6冊分）
【特典】 年6回東京国立博物館ニュースをご自宅に送付
いたします。メンバーズプレミアムパスとの同時申し込み
で100円割引。
＊次号よりご送付希望の場合、締切は3月10日（土）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口
　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします
（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
　専用申込フォームからお申し込みください（クレ
ジットカードまたは郵便振替（振替用紙を送付））。
3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4館
共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名（ふ
りがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、⑦
年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガジン
希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記口座ま
でお振替ください。
加入者名：東京国立博物館会員制度
口座番号：00140-3-791791
● 振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。
＊一度収められた料金の払い戻しはいたしません。
＊各種イベントのお申込みに際してご提供いただいた個人情
報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情
報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽
くします。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

FAX 03-3821-9680

最新情報は、
ウェブサイト、Facebook、Twitter、
Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト　
http://www.tnm.jp/

表紙：◎深鉢形土器  東京都国分寺市 多喜窪遺跡第1号住居跡出土  縄文時代（中期）・前3000 ～前2000年  東京・武蔵国分寺蔵

①「東京国立博物館所蔵今熊野亀塚瓦経と山根徳太
郎旧蔵拓本」 
加藤俊吾（大阪歴史博物館学芸員）

②「続・名物「岡山藤四郎」について」 
酒井元樹（当館工芸室主任研究員）

③「まぼろしの「異国書翰屛風」について」 
藤田励夫（文化庁文化財部美術学芸課）

お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは 
中央公論事業出版（TEL：03-5244-5723）

定価：1,543円（税込）

特別展「名作誕生－つながる日本美術」（4月13日〈金〉
～5月27日〈日〉→2ページ）の無料観覧券（10組20 
名様）をプレゼントします。締め切りは4月10日（火）
必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、
ならびにこの号で一番おもしろかった記事をご記入のう
え、下記までお送りください。発表は発送をもって替え
させていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース2－3月号」プレゼント係

『MUSEUM』671号（2017年12月15日発行）の掲載論文

特別展「名作誕生－つながる日本美術」チケットプレゼント

VR作品『風神雷神図のウラ　―夏秋草図に秘めた想い―』
～4月22日（日）

自然に翻弄され、雨に濡れ風に揺れる繊細な
草花。風の音すら聴こえるような一瞬を切り
取った「夏秋草図屛風」を描いたのは、江戸
時代後期に活躍した絵師、酒井抱一。抱一
晩年の最高傑作である「夏秋草図屛風」は、
実はある屛風の“ウラ”に描くよう依頼された作品であることをご存じでしょう
か。その屛風とは、抱一が長年憧れを抱き、自らの絵画制作の師と仰いだ
名匠の手によるものでした。抱一はどのような想いを込めて、その裏側に「夏
秋草図屛風」を描いたのか。バーチャルリアリティならではの視点で、オモ
テとウラの関係性に隠された秘密を探ります。
料金：一般・大学生・高校生500円、小学生・中学生300円
＊未就学児、障がい者とその介護者1 名は無料（1 作品／1 回あたり）
＊総合文化展とセット購入で一般1,000 円／大学生800 円
＊所要時間は約40分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊詳細はウェブサイトをご覧ください。　URL http：//www.toppan-vr.jp/mt/

TNM & TOPPANミュージアムシアター
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15歳を迎えた連携企画
　「近隣の博物館が同一テーマを同時開催したら、より多くの作品を
楽しめる！」。平成 15年（2003）、蘭

らん

亭
てい

序
じょ

を共通テーマとした台東 
区立書道博物館と当館との連携企画は、いざ開幕してみると意外に
好評でした。その後チラシを発行し始め、平成 21年（2009）「趙

ちょう

之
し

謙
けん

」では助成金を得て48頁の図録を刊行。平成 24年（2012）「宋
時代の書」では 80頁となり、15回目となる今回の「呉

ご

昌
しょう

碩
せき

」では
112頁に。まるでわが身を見るような拡大ぶりにとまどいながらも、
目を見張るような展示と、心に残る感動を手繰り寄せられる図録を目
指します。15年の来し方を活かしながら、次回、平成 31年（2019）
のテーマは「王羲之」！ ご期待ください。 （富田淳）

研究員の

つ ぶ やき



東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
　
第
 747

号
　
平
成
 
年

2
月

1 日
発
行（
隔
月

1 回
 偶
数
月
発
行
）　
編
集
／
東
京
国
立
博
物
館

 広
報
室
　

©
東
京
国
立
博
物
館

発
行
／
東
京
国
立
博
物
館
　
〒

110 ‐
8712 東

京
都
台
東
区
上
野
公
園

13 ‐
9 　

T
E

L 03 ‐
3822 ‐

1111 （
代
表
）＊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト〈

U
R

L
〉http

://w
w

w
.tnm

.jp
/ 　
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト〈

U
R

L
〉http

://w
w

w
.nich.g

o.jp 　
デ
ザ
イ
ン
／
 D

_C
O

D
E 　
制
作
／
凸
版
印
刷
株
式
会
社

1
木

11:00

2
金

夜間開館（21:00まで）　 15:00

3
土

夜間開館（21:00まで）　 11:00　 「呉昌碩とその時代」13:30 平成館大講堂
14:00　 「横山大観の出世作を読み解く」15:30 本館18室 ♥11:00、13:00、15:00

4
日

13:30　 14:30
「東魏の如来三尊立像」15:30 東洋館1室

5
月

休館日

6
火

11:00　 「和歌山の埴輪―大日山35号墳出土品―」14:00 
平成館考古展示室

7
水

「横山大観の出世作を読み解く」15:30 本館18室

8
木

11:00　

9
金

夜間開館（21:00まで）　 14:00

10
土

夜間開館（21:00まで）
【仁和寺】 「仁和寺と御室派」13:30 平成館大講堂　 14:30

11
日

13:00　 14:00　 15:00

12
月・祝

13
火

休館日

14
水

「東魏の如来三尊立像」15:30 東洋館1室

15
木

15:00

16
金

夜間開館（21:00まで）　 11:00　
バックヤードツアー「保存と修理の現場へ行こう」14:00＊1

17
土

夜間開館（21:00まで）　 11:00　【仁和寺】 「仁和寺と御室派
のみほとけ」13:30 平成館大講堂　 14:00　 15:00

18
日

11:00　 11:00　 14:00　 14:30

19
月

休館日

20
火

「漢時代の弩機」14:00 東洋館5室

21
水

22
木

14:00

23
金

夜間開館（21:00まで） 
★「宮廷の雅　十二単着つけ実演」14:00、18:00 平成館大講堂

24
土

夜間開館（21:00まで）　 13:30 

25
日

13:00　 15:00　

26
月

休館日

27
火

「アマルナ出土の古代エジプト資料」14:00 東洋館3室

28
水

11:00

1
木

11:00

2
金

夜間開館（21:00まで）　 15:00
「粋なお江戸のひな人形」18:30 本館14室

3
土

夜間開館（21:00まで）　 「ひいな遊び―立雛を作ろう！―」10:00、14:00
本館地下教育普及スペース　 11:00　 14:00　♥11:00、13:00、15:00

4
日

14:30

5
月

休館日

6
火

11:00

7
水

8
木

11:00

9
金

夜間開館（21:00まで） 　 14:00
♪夜の音めぐり 16:00、16：40、17:30、18:30、19:30＊2

10
土

夜間開館（21:00まで） 　 14:30

11
日

13:00　 14:00　 15:00

12
月

休館日

13
火

「トーハクの修理事業―これまでの歩みと課題」
14:00 本館特別1室

14
水

15
木

11:00　 15:00

16
金

夜間開館（21:00まで）　 11:00　

17
土

夜間開館（21:00まで）   11:00　  14:00
15:00　♪東博でバッハ vol.37 19:00 平成館ラウンジ＊3

18
日

11:00、13:00　 11:00
11:00　 14:00　 14:30

19
月

休館日

20
火

「正倉院染織品における修理仕様」14:00 本館特別1室

21
水・祝

22
木

14:00
♪東博でバッハ vol.38 19:00 法隆寺宝物館エントランス＊3

23
金

夜間開館（21:00まで）
 鑑賞ガイド 14:00 本館地下教育普及スペース

24
土

夜間開館（21:00まで） 　 13:30　 13:30 

25
日

11:00、13:00　 13:00　 15:00　

26
月

特別開館　♥11:00、13:00、15:00

27
火

「きもの体験」11:00～16:30　本館特別4室
「Ｘ線ＣＴ装置の保存修理への活用」14:00 本館地下教育普及スペース

28
水

11:00　 「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室
 鑑賞ガイド 14:00 本館地下教育普及スペース

29
木

「桜ぬりえ」11:00～16:00　本館2階ラウンジ　 「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室
♪桜の街の音楽会 13:00 本館大階段　♪東博でバッハ vol.39 19:00 法隆寺宝物館エントランス＊3

30
金

夜間開館（21:00まで）　庭園ライトアップ（19:30まで）　
「桜ぬりえ」11:00～16:00 本館2階ラウンジ　 「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室
「古典の香り『春』」14:00 本館地下教育普及スペース　  ★トーハク能 18:40 平成館大講堂

31
土

夜間開館（21:00まで）　庭園ライトアップ（19:30まで）　 「桜ぬりえ」11:00～16:00 本館2階ラウンジ
「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室　  11:00　  13:00　 「黒田清輝と明治の洋画」

13:30 平成館大講堂　  14:00　  15:00

 ＝月例講演会等、詳細は12ページ（特別展関連事業→2ページ）
 ＝ギャラリートーク、詳細は12ページ
 ＝ ワークショップ、詳細は12ページ
 ＝ 託児サービス実施日（12:30～15:30）、事前予約制、有料
 ＝ ボランティアによるアートスタジオ、事前申込制、詳細は13ページ 
※2月4日 (日 )の申込みは締め切りました

 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる樹木ツアー、集合 :本館エントランス
 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会、集合 :本館エントランス（9:30から集合場所で整理券
配布、参加費500円、各回先着15名　※3月25日 (日 )は事前申込制、詳細は13ページ

 ＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合 :平成館考古展示室入口
 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合 :本館エントランス（9:30から集合場所で整理券
配布、先着18名）　※3月15日 (木 )は事前申込制、詳細は13ページ

 ＝ボランティアによる英語ガイド (日本美術の流れ )、集合 :本館エントランス
 ＝ ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド、集合 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合 :本館エントランス
 ＝ ボランティアによる東洋館ツアー、集合 :東洋館エントランス（2月は「仏像の旅」、3月は「東
洋館ハイライト」）

 ＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合：法隆寺宝物館エントランス
 ＝ 東京藝術大学大学院インターンによるギャラリートーク、詳細は12ページ

※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります

【仁和寺】＝特別展「仁和寺と御室派のみほとけ」関連事業。申込みは締め切りました
＝「博物館でお花見を」関連事業（→4～ 5ページ）
★＝「プレミアム・フライデー＠トーハク」（→14ページ）
＊1=事前申込制。詳細は前号13ページ
＊2=詳細は14ページ　＊3＝有料イベント。詳細は14ページ
♥＝トーハクくん＆ユリノキちゃん登場日

（5/20まで）（4/8まで）

東京国立博物館2月･3月の展示･催し物 2018・32018・2

博物館でお花見を

「アラビアの道―サウジアラビア王国の至宝」
特別展「仁和寺と御室派のみほとけ」

春の庭園開放


